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 第 ５ 号 

  201９年 6月 10日 

                      NPO法人 市川にオオムラサキを生息させる会 

ごあいさつ 

 この度、本会の理事長という大役を仰せ

つかることになりました川添と申します。 

私は、主に市川市内小学校で 36年間 

教職に携わってまいりましたが、特に印象

深く心に残っているのは、理科教育で有名

な中山小学校で過ごした 6年間でした。 

中山小学校では、多くの植物や生き物たち

と触れ合う中で、子どもたちが心豊かに成

長していく姿を垣間見てまいりました。 

この度、村井先生にご配慮いただき 

 

この美しいオオムラサキを自ら飼育す

る機会を頂きました。エノキの葉を無心

に食べる幼虫の姿、さなぎから羽化し美

しい羽を広げた時の姿には、久しぶりに

子どもの頃の感動を思い出しました。 

また、羽化に失敗してそのまま死んでし

まったものもいました。 

このような体験から、オオムラサキを

通して、自然の営みの不思議さなど多く

の・命というもの・環境保全の必要性 

 

メッセージと感動を子どもたちに 

伝えてくれる可能性を実感して 

いる次第であります。 

この度の本会とのご縁を機に、 

村井先生はじめ会員の皆様のご 

支援を賜りがら、会の発展に努め 

てまいりたいと存じます。 

どうぞ、よろしくお願いいたし 

ます。     

       理事長 川添 茂 

本年 6月より、理事長を元中山小学校 

校長の川添 茂先生に、引き継いで頂くこ

ととなりました。 

 オオムラサキの飼育活動を今日まで 

進めることが出来たのは、皆様のご理解

とご支援があったことと心より感謝 

いたします。 

 まだ、生存率を高める方法とか交尾を

させるための飼育小屋の改良とか、いろ

いろと問題は残っていますが、 

川添先生と協力して解決する所存です。 

  

 ちなみに、本年度は、東金の秋葉 

さんの指導により、オオムラサキの 

人工交尾を進める予定です。一日も 

早く、市川で卵から幼虫を誕生させ 

たいと願っております。 

 オオムラサキ以外のチョウについ

ても、例えばジャコウアゲハの好む草

花を植えてその繁殖に努めたいと考

えております。 

 引き続きのご支援・ご協力を、宜し

くお願い致します。 

         村井 吉和 

４年度の事業活動報告 

事業活動内訳： 

1)オオムラサキ幼虫供給、飼育指導、 

   エノキ苗木管理 

   対象先は、中山小学校、若宮 

   小学校、若宮幼稚園、富貴島 

   幼稚園 

2)自然博物館にオオムラサキ 

   幼虫の供給 

 

 

    

    

  ・幼児の時から、生き物を 支援・協力のお願い   市川でオオムラサキを 

    大切にする優しい心を育て 

    ましょう。 

   ・シニアの方々もオオムラサキの 

      ・新会員・支援者募集   いつも観察できる場所 

          入会金 ￥1,000     市川自然博物館3階 

   年会費 \1,000/1口  

   飼育活動に加わり、年齢を超えた   

   コミュニティー活動を通して  連絡先： 

 

   自然環境保全の大切さを体験    272-0813  市川市中山1-14-11 

       tel  090-8963-3608 

       fax  047-332-5266 

    しましょう。   

  ・オオムラサキが育つエノキの苗木を 

    大切に育てましょう。 

 

     

       

 メール  ichikawaoomurasaki@gmail.com 

 URL  http://www.oomurasaki.com 

         

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


